
主催　奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

後援　（公財）由良大和古代文化研究協会、朝日新聞社
　　　 NHK奈良放送局、奈良テレビ放送株式会社

写真（左から）： 家形埴輪  大阪府・今城塚古墳（高槻市蔵） /  家形埴輪  奈良県・宮山古墳（当館蔵） / 家形埴輪  栃木県・壬生富士山古墳（壬生町教育委員会蔵）
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２０２４



■ 最寄り駅：［ 近鉄橿原線 《 畝傍御陵前駅Unebigoryomae sta.   B41》   下車… 西出口から西へ 徒歩約 5分 ］   ・ ［ 近鉄南大阪線 《 橿原神宮前駅 Kashiharajingu-mae sta.  F42・B42 》  下車…中央出口から北へ 徒歩約15分］
■ 休館日：月曜日・ただし会期中の祝日は開館　■ 開館時間：午前 9時から午後５時まで（ただし、入館は午後４時 30分まで）

THE MUSEUM,ARCHAEOLOGICAL INSTITUTE OF KASHIHARA,NARA PREFECTURE
●〒634-0065  奈良県橿原市畝傍町 50－2  ●TEL(0744)24-1185  ●FAX(0744)24-1355  ●URL http://www.kashikoken.jp/museum/橿原考古学研究所附属博物館県

立
奈
良

観覧料金
個人

20名以上の団体

大　人

800 円
500 円

高校・大学生

450 円
350 円

小・中学生

300 円
250 円

【無料となる場合】
・奈良県内の小・中・高・特別支援学校生が、通学校の教員の引率で入館する場合の生徒および教員
・身体障がい者手帳・療育手帳・精神障がい者保健福祉手帳の所持者および付き添い１名
・小学生未満（※それぞれ証明するものをご提示下さい。）

次回展示のお知らせ

2023 年度発掘調査速報展「大和を掘る 39」

重要文化財指定記念特別陳列「ホケノ山古墳」（仮） ２０２４年６月２９日（土）～７月１５日（月・祝）

２０２４年７月２７日（土）～９月１６日（月・祝）

家形埴輪 / 奈良県・纒向遺跡
〔桜井市教育委員会蔵〕

家形埴輪 / 奈良県・荒蒔古墳
〔天理市教育委員会蔵〕

家形埴輪  / 宮崎県・西都原古墳群
〔東京国立博物館蔵〕【Image:TNM Image Archives】

※展示品はレプリカ

家形埴輪 / 群馬県・赤堀茶臼山古墳
〔東京国立博物館蔵〕【Image:TNM Image Archives】

　　　　　家形埴輪 / 大阪府・美園古墳
〔国（文化庁）蔵・大阪府立近つ飛鳥博物館保管〕【撮影：片山彰一】

重要文化財

家形埴輪 / 群馬県・白石稲荷山古墳
〔東京国立博物館蔵〕【Image:TNM Image Archives】

＞＞＞研究講座
      会場：奈良県立橿原考古学研究所　講堂（定員 250 名）        
      時間：13：00～ 16：30（12：00 開場）

  　　    第１回　４月 28 日（日）

 　　          青柳 泰介（当館）

 　　           「家形埴輪総論を目指して」

　　           穂積 裕昌氏（三重県埋蔵文化財センター）

 　　           「高殿と室の家形埴輪を探る」

　　      第２回　５月 12 日（日）

 　　          今西 康宏氏（高槻市）

 　　           「今城塚古墳と畿内の家形埴輪」

 　　          泉　眞奈氏（藤井寺市）

　　            「古市古墳群と周辺の家形埴輪」

　　           古市　晃氏（神戸大学）

  　　          「古墳時代の王宮の構造と立地
  　　           ー家形埴輪との関連でー」

 　　     第３回　６月９日（日）

  　　         秋元 陽光氏（日本考古学協会）

 　　           「壬生富士山古墳と関東の家形埴輪」

 　　          花熊 祐基氏（堺市）

  　　          「百舌鳥古墳群と周辺の家形埴輪」

   　　        笹生　衛氏（國學院大學）

   　　         「首長の人格と宮・陵
  　　           ー家形埴輪と遺体との関係から考えるー」

申込不要 聴講無料

申込不要 聴講無料

  家形埴輪は、埴輪が古墳上に配置された全期間にわたって存続した

と考えられる数少ない種類の一つです。ただし、構造が複雑で大型品

も多いため、その実態がよく分からず、展示で取り上げられる機会が

少ない埴輪でもあります。このたびの展覧会では古墳時代の政治的な中枢が

存在した奈良県内の資料を中心に、東日本と西日本で最大の製品も展示して、

謎の多い家形埴輪の実態に迫ってみたいと思います。

＞＞＞列品解説
      会場：奈良県立橿原考古学研究所附属博物館
　　　　   特別展示室・瑞山ホールほか（ただし入館料が必要です）　　　

      日時：４月 20 日（土）
　　　　   ５月 18 日（土）
　　　　   ６月 １ 日（土）

① 10：30～ 11：30
② 14：30～ 15：30

各回
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